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【重要度】 【一般製剤名】ジメチコン dimeticone 【分類】消化管内ガス駆除剤 

【単位】◎40mg・▼80mg/錠，▼散10%，◎20mg/mL（ドロップ） 

【常用量】■胃腸管内のガスに起因する腹部症状の改善 ：120～240mg/日を食後又は食間の3回に分割経口投与■胃内視鏡検査時における胃内有泡性粘液の除去：検

査15～40分前に40～80mgを約10mL の水とともに経口投与■腹部Ｘ線検査時における腸内ガスの駆除：検査3～4日前より120～240mg/日を食後又は食間の３回

に分割経口投与 

【用法】分3［食後又は食間］■院内規約：腹部エコーの前日の夕食後と寝る前に3錠（120mg）ずつ内服 

【透析患者への投与方法】透析患者の投与方法に言及した文献はないが，吸収されないため減量する必要はない（5） 

【保存期CKD患者への投与方法】腎不全患者の投与方法に言及した文献はないが，吸収されないため減量する必要はない（5） 

【特徴】胃腸内に無数に存在する小さなガス気泡の表面張力を低下させ、遊離気体に合体させる。この後腸内ガスは血液に吸収（有機ガス）されやすくなり、欠伸、放

屁となって対外へ排出されやすくなる（空気、無機ガス）．このほか胃腸の不定愁訴を改善し緩下作用も有する．また胃腸内視鏡およびX線による観察を容易にする． 

【主な副作用･毒性】下痢、腹痛、嘔吐、食欲不振、頭痛など 

【吸収】吸収されない（1） 

【排泄】吸収されずに未変化体のまま糞便中に排泄（1） 

【MW】高分子 

【透析性】吸収されないので該当しない（1） 

【更新日】20140825 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


